
１２月１７日（火）、養護老人ホーム和楽園を松前幼稚園児
２０名が訪問しました。
これは、園児たちに、お年寄りの方とふれあい、違う
世代の様々な思いを知り、優しい気持ちや思いやりの心
を持ってもらおうと毎年行われているものです。
日ごろから練習を重ねてきた歌や踊り、合奏を披露し
た後、「ふれあってあそぼう」と題して、お手玉やあやと
り、ゆびあみなどの遊びを一緒に楽しみました。
そして、お年寄りの方には、園児たちから首飾りのプ

レゼントが、園児たちには、サンタクロースからのプレゼントとお年寄りの方からの手作りの小物が贈られ、
心温まる交流となりました。

１２月２２日（日）の夕方から、義農通りふれあい広場で、「が
んばる商店街２００２歳末フェスティバル」が商工会主催により
実施されました。この事業は、商工会と地元商店街が中心と
なりイベントを行い、商店街に賑わいを呼び戻すことで、地
域の活性化と商店街のイメージアップを図ることを目的に行
うものです。
この日は松前小学校の金管バンド、文化協会による民謡・
三味線の演奏、松前ひまわり少年少女合唱団によるクリスマスソングなどでイベントに花を添えていました。
そして、商工会女性部より、松前ひまわり少年少女合唱団にユニホーム３０着分の目録が手渡されると多くの拍
手が送られました。
また、商工会女性部のバザーをはじめとする夜店も数多く出店し、今までにない年の瀬の風情を醸し出して
いました。
日が落ちた午後５時過ぎからは、菅商工会長、白石町長、地元商店街会長によるイルミネーション点灯式が
行われ、樹木にとりつけられた色とりどりのイルミネーションが冬空に光輝いていました。そのあと、長尾谷
川で、仕掛け花火や水中花火が行われ、より一層イベントを盛り上げました。

町民の皆さんといっしょに新年を祝う「平成１５年
松前町新春年賀のつどい」が１月６日（月）、松前総
合文化センターで盛大に開催され、約４００名の方が参
加されました。
当日は、文化協会舞踊部の皆さんによる舞により
華やかに開会し、白石町長、三好議長、菅商工会長
からそれぞれ新年のあいさつがありました。
参加された皆さんは、和やかな雰囲気の中で新春
のあいさつを交わし、懇親を深めていました。

まちの話題

華やかに開催！年賀のつどい
平成１５年松前町新春年賀のつどい

松前幼稚園児が和楽園訪問

「がんばる商店街２００２歳末フェスティバル」
が開催されました！

▲イルミネーションにスイッチ・オン！

▲大勢の方が集いました

▲お手玉、こままわし、ゆびあみなどをみんなで楽しみました
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